
空気ブレーキの高効率化
（Improvement of the efficiency of air brake system）

【概要】
車両の空気ブレーキシステムを対象に、滑走制御弁を活用した高応

答化手法と、空気消費量を低減する滑走制御手法を提案しました。い

ずれも、車両に既存のシステムを活用し、ソフトウェアの変更のみに

よって実車への適用が可能です。

【特徴】

■空気ブレーキの応答性を向上し、空走時間（空走距離）を短縮します。

■安全性を確保しながら、空気消費量の少ない滑走制御を行います。
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高応答化手法 消費空気量の少ない滑走制御
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細かい圧力制御
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【用途】
高応答化することにより、

■停止距離を短縮し、安全性を向上します。
■停電検知などの時素をもつ制御要素の判定精度を向上します。

空気消費量の少ない滑走制御により、
■車両の空気消費量低減につなげ、省エネルギー化を図ります。

高応答化手法 消費空気量の少ない滑走制御
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輪重：46.4kN 
BC圧力：500kPa
散水量：200ml/min
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